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自立教材の作成 高 自立活動
～木工組立～

＜ねらい＞
普段自立訓練をしているが、身近な工具であるドライバーを使ってねじを止めたり、
はずしたりして分解・組立体験をさせる教材がなかったので、新規に作成することにし
た。
＜内容（作成方法・使用方法・工夫点など）＞
９ｃｍ幅の角材を厚さ１ｃｍの板に切り出した。幅９ｃｍ長さ１４ｃｍの板（図１）
に４カ所ネジ止めするための穴を開けて４枚と、その板どうしを固定するために幅１ｃ
ｍの角材を柱を４本に作成した。１ｃｍと幅が小さいので同じ高さにねじ止めするのが
できないので、固定するねじ穴の高さを２カ所ずらせるように工夫した。柱にナットよ
り少し小さな穴を開けてから（図２）、速乾性の接着ボンド入れてナットを打ち込んで
固定した。（図３）

側面の板（図１） 柱（図２） 柱（図３）
柱と板はネジ２本ずつ使って固定した。（図４）板４枚と柱４本をネジで固定し、９

ｃｍの正方形の板をはめて、箱の形状にした。（図５）

組立（図４） 組立（図５） 生徒の様子
＜良かった点・改善点（児童生徒の反応を含め）＞
朝の自立活動の時間に生徒に取り組ませた。まず始めは事前に組み立てたもの（図５）
を生徒に見せて、プラスドライバーを使ってネジをはずさせて分解させた。分解を経験
させると、組立後のイメージができているので、スムーズにネジ止めすることができた。
改善点としては、材料が木材であるため年輪があるため、穴を開けるときに１ｍｍ以
下のズレが生じるときがあり、そのためねじとナットが合わないでねじが入らないとき
があった。少し大きめの穴を開け直すことでスムーズに固定することができるようにな
った。ナットを柱に固定するとき速乾性のボンドを付けていたが、ねじを強めに固定す
るとナットが柱から外れることが何度か発生して再度接着し直すことになった。
使用したねじはプラスドライバとマイナスドライバのどちらでも使用できる形状にな
っていたのでそれもよかった。
＜その他（材料、費用、購入先等）＞
使用した木材は建材加工会社より寄付、ねじとナットは１００円ショップで購入


